　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年11月13日

各位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県介護支援専門員協会河北支部

河北医療介護ネットワーク


～地域で支えるために「どうしよう？」「どうしたら？」～
☆趣旨☆

　日ごろ、介護を必要とする高齢者の在宅生活を支えるためには、「病院に受診を進めるタイミングは?」「サービス提供はどうしたら?」、「家族へのサポートはどうしたら?」と悩むことが多々あると思います。

　昨年に続き、河北郡市で生活支援に携わる住民に最も身近な介護支援専門員をはじめ、地域の医療を支える開業医の先生方や市町村、サービス事業所の担当者で、高齢者やその家族が安心して在宅生活が送れるために、どんな支援が必要なのか、どうしたらよいのか、皆さんの広い意見をいただきながら、一緒に考える機会が持てたらと思い、下記の勉強会を開催することとしました。

つきましては、ご多忙の折恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、多数のご参加をいただけますようお願いいたします。
なお、この研修は、令和元年度医療・介護連携介護支援専門員研修開催事業、令和元年度認知症支援チーム対応作業療法士養成研修会を兼ねて実施いたします。


※　参加ご希望の方は、12月2日（月）までに、下記問い合わせ先まで
FAX（076-285-2885）にてご返信いただきますようお願いいたします。
	事業所名　　　　　　　　　    　　（TEL：　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　）
住 所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職種　　　　　　　　　　　　　　　　申 込 者　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先　石川県介護支援専門員協会河北支部（かほく市社会福祉協議会　小泉）　　

TEL　076-285-2883　　E-mail fukushi21v@kahoku-shakyo.or.jp



日時：令和元年12月7日（土）　13：30～16：00


場所：石川県立看護大学　中講義室


内容：『認知症の生活支援機能について』


講師：鹿児島大学医学部保健学科　教授　田平　隆行 先生　


　 高松病院　作業療法士　村井　千賀 先生








